
2013 年度　活動報告書
氏名：瀬川晃 役職：講師、広報戦略委員会、学生委員会、教務委員会

プロジェクト：編纂プロジェクト、車輪の再発明プロジェクト、メディア・地域・鉄道プロジェクト
担当授業：デザイン特論 A（情報×デザイン）、プロジェクト技術演習

活動の概要 授業やプロジェクト以外に印刷物の実践的な制作機会として展覧会カタログやポスターなど学生
の制作指導を行った。学外では国際会議のためのデザインディレクションや西濃地域で開催され
る交流会の広報や運営の一部を担当した。

学内外で携わった共同活動
2013 年 5 月〜 9 月 鉄道連絡会議 ロゴ＋ポスター＋ AR アプリ　デザイン・ディレクション

4 社の車両を四季折々の魅力的に伝えられ、ポスターやチラシを見ながら会話が生まれたり、AR
技術を用いた情報発信のプラットフォームとして機能するよう検討した。OBデザイナー（井口仁長）
との連携しデザインやアプリ企画、ウェブ制作を行った。

ロカ鉄ARで、
チラシの車輛を動かそう！

スマートフォンをお持ちの方は、App StoreまたはGoogle Playで「ロカ鉄AR」を検索し、アイコンのアプリをインストールしてください。
アプリを起動後、カメラ画面でこのチラシ表面をかざすと、チラシの車輛が動きだし、各鉄道会社からの情報を受け取ることができます。

　

ロカ鉄ARで、
チラシの車輛を動かそう！

スマートフォンをお持ちの方は、App StoreまたはGoogle Playで「ロカ鉄AR」を検索し、アイコンのアプリをインストールしてください。
アプリを起動後、カメラ画面でこのチラシ表面をかざすと、チラシの車輛が動きだし、各鉄道会社からの情報を受け取ることができます。

2013 年 5 月〜 7 月 OPENHOUSE2013　サイン・デザイン監修
ベースとなるデザインは 2012 年を踏襲しながら 2013 用にアレンジし、DM、ウェブのレイアウト、
パンフとサイン計画は有志学生により提案・検討を行うなど制作ディレクションを担当した。
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1-2

10:00–17:00

樽見鉄道×IAMAS
展 示

樽見、長良川、明知、養老の4つのローカル鉄道で
展開するプロジェクトです。単なる輸送手段にとど
まらず、地域を組み変える新たな移動メディアとし
て、アートとテクノロジーの連結をはかり、その
一部の企画を展示します。

1A

10:00–17:00

ATP!
展 示

学生個々の作品発表や企画・パフォーマンス・芸術
批評などのアート（メディアアート）の実践と研究を
支えるためのプロジェクトです。2年生による修士
制作及び研究に向けた習作を展示します。

2B

展 示

記号化される古民家

10:00–17:00

美濃「うだつ」の町にある古民家を舞台にIAMAS

の創造力から生まれる多様なメディア表現活動を

紹介します。新たな場と古い町のイメージとの間に

記号の交換を始めます。今までにない形のコミュニ

ティ・デザインの実験を紹介します。

1C

展 示

Sketch of
invisible Tarui.

10:00–17:00

垂井・関ヶ原のフィールドワークの中からスケッチ

やマップを展示します。歴史を掘り起こし、歴史を

組み替え、見えていなかった暮らしや営みといっ

た風土から、時代を超えた新しい神話を紡ぎ出し

ます。

1B

10 11 12 13 14 15 16 17

iPhone充電所 実演
            11:00－12:00                                         15:00－16:00

1G

イベントスケジュール

進学相談カフェ
10:00－17:00

1D

車輪の再発明 トークイベント ※28日のみ 

10:00－12:00
3A

イアマス、キカセマス。 
10:00－17:00

1F

進学説明会
13:00－14:00

進学説明会
13:00－14:00

1E

IAMASONIC
14:00－16:00

1J

CONSONAR
ファッション
デバイスパーティ 

1I
16:00－17:00

お弁当販売 
11:30－13:30

IAMAS COFFEE STAND

10:00－17:00

イアマス コーヒースタンド

学内ツアー
14:00－15:00

2013 年 7 月 OPENHOUSE2013　編纂プロジェクト
前期に行ったリサーチ結果を元にプロジェクトの方向性を示唆する展示設営を行った。

　



2013 年 7 月 OPENHOUSE2013　車輪の再発明プロジェクト
前期に行ったリサーチ結果を元にプロジェクトの方向性を示唆する展示設営を行った。

　

IAMAS OPEN HOUSE 2013 会場配置図：新校舎3階 デザインスタジオ
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生成音楽ワークショップ

A-5

トークイベント
“音楽と録楽の未来”

A-3

CALM & RELAXED
INTERACTION

A-1

メディアとしての鉄道

A-4

写植機
写研 PAVO-KY

A-2
cutting record

workshop at sadi

C C

拡張モチーフワーク

C

A. 車輪の再発明
担当：城 一裕、瀬川 晃、クワクボリョウタ

過去の技術は現代に近づくにつれて加速度的に時代遅れのも
のとなっています。このプロジェクトでは実践を通じて歴史を読
み替え、ありえたかもしれない「今」をつくりだします、参加者は、 
旧来のアートやデザインという枠に囚われること無く、各々の関
心に応じたメディアの過去を読み解き、現在の素材や加工技
術、 社会情勢を踏まえたそのあり方を探っていきます。例えば、
ZIP ではなく紙、MD ではなくレコード、JPG ではなくレンズ、
を再発明することで、書籍、音楽、写真、が大きく変わり得るよう
に、 対象の製作を通じて、表現のあり方そのものを再定義する
ことを試みます。

B. 生成音楽ワークショップ
担当：城 一裕、金子智太郎（東京芸術大学）

「生成音楽」とは装置やルールをもちいた自動作曲の音楽です。
作家が思うままに音を配置するのではなく、作家の手を離れて
動き続けるもの（自然、機械、集団 etc.）に音の行方を委ねます。
今回のオープンハウスでは、これまでの活動をポスター形式で
紹介する他、記録の映像を再生します。

C. 拡張モチーフワーク
担当：一年生全員

IAMAS 入学後最初の授業である「モチーフワーク」を拡張し、
Think（考え）、Make（作り）、Communicate（伝える）という
一連の流れをチームで短期間に集中して行い、今後の研究を進
めていく上での基礎を学ぶことを目的とした授業です。展示で
は、6 つのチームに分かれてつくられたプランをウェブプレゼン
テーションの形式で紹介します。

2013 年 7 月 OPENHOUSE2013　メディア・地域・鉄道プロジェクト
前期に行ったリサーチ結果を元にプロジェクトの方向性を示唆する展示設営を行った。

　

2013 年 8 〜 9 月　 日本技術士会セミナー　
広報ツール（フライヤー）制作の依頼を受け、セミナーテーマに沿ったグラフィックを学生（古郡
唯希）と検討し、レイアウトデザインと印刷における表現技法を学生にデザイン指導を行った。

2013 年 5 〜 9 月　 おおがきビエンナーレ 2013　制作・ディレクション
OB 企業（株式会社 GOCCO.）と連携し展覧会のテーマからヴィジュアルアイデンティティを検討。
ポスター兼リーフレットやパンフレットのアートディレクション、展示計画を元に展示説明リーフレッ
ト、誘導サインや作品キャプションのディレクション、学外会場の展示や制作も行う。

　

2013 年 10 月　 「三輪眞弘、逆シミュレーション音楽の世界」の世界　展示デザイン
岐阜県美術館「IAMAS ARTIST FILE#01」において OB デザイナー（小野田裕二）により基
本計画された広報ツールや空間設計を元に、会場エントランスバナー、作品解説バナー、作品
解説ハンドアウトなどレイアウトデザインを担当した。

　

［1］

逆シミュレーション音楽　解説ビデオ

解説：三輪眞弘
2007

［2］

またりさま　記録映像　

作曲：三輪眞弘　
演奏：方法マシン　
2005

［3］

またりさま　Max パッチ　
三輪眞弘　
2002

［4］

逆シミュレーション音楽・またりさま ＜スコア＞
作曲：三輪眞弘　
出版：マザーアース
2005

［5］

村松ギヤ（京風バージョン)　記録映像　

作曲：三輪眞弘　　
演奏：京都大学学生有志
2003

［6］

またりさま人形  3D　
桜木美幸　
2003

［7］

Thinking Machine
マーチン・リッチーズ + 三輪眞弘
2007

［8］

またりさま人形

小笠原則彰  + 三輪眞弘　
2003

［9］

Thinking Machine 解説ビデオ
解説：三輪眞弘
2008

［10］

Thinking Machine　Maxパッチ
三輪眞弘
2007

［11］
a video sketch “Songs of Imaginar y Far East Islands”
映像版「極東の架空の島の唄」

前田真二郎  
2007　

［12］

逆シミュレーション音楽・箜篌のための《蝉の法》＜スコア＞

作曲：三輪眞弘　
出版：マザーアース
2005

［13］

愛の讃歌

作曲：三輪眞弘　
演奏：マルガサリ
2006

［14］

またりさま Binar y
永野哲久
2007

［15］左

オーケストラのための、「村松ギヤ・エンジンによるボレロ」＜スコア＞

作曲：三輪眞弘
出版：マザーアース
2004

オーケストラのための、「村松ギヤ・エンジンによるボレロ」＜録楽＞

作曲：三輪眞弘
指揮：野平一郎
演奏：東京都交響楽団
2003

［15］中央

弦楽のための、「369 B氏へのオマージュ」＜スコア＞
作曲：三輪眞弘
出版：マザーアース
2006

弦楽のための、「369 B氏へのオマージュ」＜録楽＞
作曲：三輪眞弘
指揮：秋山和慶
演奏：東京都交響楽団
2006

［15］右

「永遠の光・・」オーケストラとCDプレーヤーのための＜スコア＞
作曲：三輪眞弘
出版：マザーアース
2011

「永遠の光・・」オーケストラとCDプレーヤーのための＜録楽＞
作曲：三輪眞弘
指揮：野平一郎
演奏：東京都交響楽団
2011

�inking Machine

Maxパッチ

Maxパッチ

またりさま人形
3D

またりさま人形

受付

またりさま
スコア

またりさま
Binary 

記録映像

極東の架空の島の唄

愛の讃歌

《蝉の法》スコア

村松ギヤ
記録映像

解説ビデオ

解説ビデオ



2013 年 10 〜 11 月　 フランス・岐阜／地域交流プログラム　映像制作ディレクション
岐阜県からの依頼によってオ OB 企業（株式会社グラスプ アット ジ エアー：南方祐紀）と連携し、
イベント用映像コンテンツ制作を行う。シナリオ調整、画面構成、写真素材の選定、コンテンツ
の検討、制作ディレクションを担当した。

2013 年 10 〜 11 月　 岐阜県徽章
岐阜県からの依頼により清流国体マスコットキャラクター「ミナモ」をモチーフに配色や形状をア
レンジしたフォーマルな徽章のためのデザイン提案を行う。

2013 年 11 月〜 2014 年 1 月　 連携報告書　デザインディレクション、原稿執筆
RCIC、OB 企業（株式会社アーティカル：小島邦康氏）と連携して、コンテンツ構成、編集、
校正を担当した。10 〜 11 ページ「【ぎふ】ワインプロジェクト」について執筆。
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[連携区分 ]

地域連携

［プロジェクト名］

【ぎふ】 ワインプロジェクト

［連携先］

中部電気工業株式会社

岐阜県産業技術センター

岐阜大学産官学融合本部

財団法人ソフトピアジャパン 

［担当教員］

瀬川 晃

RCIC伊東正人研究員

［連携期間］

2011年2月̶8月

連携の成果

岐阜大学産官学融合本部にて2011年8月に商

品の記者発表と試飲会を行う。初年度は試験

的に500本の製造となり、贈答用の注文や飲食

店での試験販売などが行われ好評を得られた。

今後は原料の調達次第で増産予定。

参加教員のコメント

ラベルデザインの制作にあ

たりネーミングからアン

ケート調査を行った。いか

に想定するターゲットに訴

求できるか、関係者と連携

を図り良い結果となった。

今後は県産品として定着

してほしい。

透明シートに特色3色で印刷された
ラベルの色校正

岐阜大学産官学融合本部にてプロ
ジェクトメンバーにより記者発表をし
た様子

トレーシングペーパーに印刷された3
つ折りリーフレット

ロゴタイプのスケッチから検討したデ
ザイン案

【ぎふ】ワインプロジェクト

プロジェクトの目的

富有柿を使った岐阜の新たな商品開発にあたりデザインを担当。競合商

品を試飲し商品展開の方向性を検討後、自然食品にこだわる30̶ 50代

の女性をターゲットと想定。アンケート調査によって「岐阜＝富有柿」のイ

メージを明確にし、商品名やカラーを強調したブランドイメージを作ることを

提案。100％富有柿から醸造した本格的な果実酒であることを全面にア

ピールし、単なる和だけではないモダンな印象を表現するため、オレンジと

ゴールドをベースカラーとした。フロスト加工された既成の瓶を前提に、透

明感のあるすっきりとした甘味を想像させるラベルデザインと、それにともな

うリーフレットを制作。

連携のプロセス

1   連携のきっかけ

2006— 2008年にかけ岐阜県産業技術センターが、富有柿に含まれるメラ

ニン生成抑制成分を含んだワインの醸造技術を開発。2010年に岐阜大

学産官学融合本部のコーディネートで商品化が決まり、IAMASでデザイン

を担当。

2   プロジェクトの具体的な進め方（スケジュール）

2010年

12月：岐阜大学産官学融合本部から依頼

2011年

2月：メンバー顔合わせ

3月：試飲／アンケート調査

4月：商品名決定

5月：ラベルデザイン／印刷／原料仕込み／醸造

7月：ビン詰め／リーフレットデザイン／印刷

8月：記者発表／発売開始

3   IAMASはPJにどう関わったか

地域産業支援としてデザイン協力 

 

2011

I A M A S

02

2014 年 1 〜 2 月　 2014 年度ガイドブック表紙　学生指導
新年度用ガイドブックの表紙デザインを学生（中村親也）と検討。タイポグラフィーから展開して
印刷の面白さを追求し、昨年までとは違った存在感を演出した。

2014 年 1 〜 2 月　 IAMAS パンフ＋新聞広告　制作ディレクション
OB デザイナー（井口仁長）と連携し、これまでの学校案内を踏襲しながら移転に向けて新しく
デザインの刷新。プロジェクトの活動内容はキーワードを用いたダイアグラムを用いたり、新聞広
告に掲載する内容と関連づけながら制作した。

これからもイアマス
イアマス（情報科学芸術大学院大学）は先端技術と芸術的創造の融合を理念に

メディア文化と産業の分野で常に最先端を走り続ける学校です

〒503–0006　岐阜県大垣市加賀野4丁目1番の7
TEL 0584–75–6600　FAX 0584–75–6637　
info＠ml.iamas.ac.jp

www.iamas.ac.jp

［交通手段］

東京方面から	
東京−名古屋：新幹線100分
名古屋−大垣：JR東海道本線新快速30分

大阪方面から	
新大阪−米原：新幹線40分
米原−大垣：JR東海道本線30分

中部国際空港から	
名古屋または、岐阜経由でJR大垣駅まで100分

大垣駅より	
タクシー：JR大垣駅南口より約8分
バス：JR大垣駅南口より「ソフトピアジャパン」下車（約10分）

岐阜羽島駅より	
タクシー：JR岐阜羽島駅北口から約25分

非常勤教員

関口敦仁 ［特任教授］

古堅真彦

アンドレアス・シュナイダー

秋庭史典

ドミニク・チェン

熊坂賢次　

四方幸子

田川とも子

永原康史

中谷日出　

室井尚

吉岡洋

RIST　学生寮
RISTは、IAMASから約1.3kmの住宅街に位置し、
ユニットバス、ベッド、電気調理器具など快適さと
機能性を備えた生活空間となっています。また、学
生が利用しやすい寮費となっています。

所在地： 大垣市藤江町1丁目1–7
部屋数： 全40室（洋間）

間取り： 1K（約9畳）

2014年からの
IAMAS
2014年4月からIAMASはソフトピアジャ
パンエリアの中心に移転して、新しい活動
が始まりました。
ここは数々の先端的な企業やクリエーター
たちの集まっているエリアです。

教員紹介

就職／一般企業
（株）イメージソース、面白法人カ
ヤック、（株）コルグ、（株）サイバー
エージェント、（株）新東通信、（株）
バスキュール、ソニー（株）、タッ
ク（株）、チームラボ（株）、（株）博
報堂アイ・スタジオ、任天堂（株）、
SKテレコム（韓国）

就職／教育・研究機関
女子美術大学、成安造形大学、多
摩美術大学情報デザイン学科、東
京藝術大学先端表現科、名古屋学
芸大学、名古屋造形大学、広島市
立大学、武蔵野美術大学

就職／文化施設
NTTインターコミュニケーション・
センター、せんだいメディアテーク、
日本科学未来館、山口情報芸術セ
ンター

起業
（同）アライアンス・ポート、アイティ
ア（株）、（株）エージーリミテッド、

（株）GOCCO.、セミトランスペア
レントデザイン、（株）ソネル、（同）
マスラックス、（有）トリガーデバ
イス、 動画まわり、 （株）間チルダ、

（株）メタファー、（株）ライゾマティ
クス

進学
岐阜大学大学院工学研究科博士課
程、東京藝術大学大学院映像研究
科博士課程、名古屋大学大学院情
報科学研究科博士課程、京都市立
芸術大学大学院美術研究科博士

（後期）課程、リンツ美術工芸大学
博士課程（オーストリア）、ロイヤル カ
レッジ オブ アート（イギリス）

卒業生の主な進路

IAMASは、先端メディア表現を学ぶ学校の草分け的な存在として、多くの
卒業生が新しい教育機関や文化施設などに就職しています。そのほかにも、
IT 関連企業、ウェブ、グラフィック、プロダクトなどのデザイナー、エンジニア、
アーティスト、起業、博士課程への進学など、その進路はさまざまです。

卒業生紹介

木村亮介 ［2011年卒］
（株）GOCCO.代表取締役
名古屋文理大学、
愛知産業大学非常勤講師

成知垠 ［2011年卒］
名古屋大学大学院
博士後期課程在籍

廣田ふみ ［2007年卒］
文化庁文化部メディア芸術
交流係研究補佐員

岡本空己 ［2013年卒］
Noiz Architetcs 勤務

井澤謙介 ［2011年卒］
チームラボ（株）勤務

鈴木光 ［2011年卒］
映像作家

小鷹研理 ［2007年卒］

名古屋市立大学
芸術工学研究科准教授

八嶋有司 ［2010年卒］
アーティスト

吉田茂樹
［学長］
ネットワーク工学

赤羽亨
インタラクションデザイン

小林茂
インタラクションデザイン

瀬川晃
グラフィックデザイン

三輪眞弘
［研究科長］
作曲／現代音楽

赤松正行
メディアアート

小林孝浩
情報システム工学

平林真実
コミュニケーションシステム

金山智子
［産業文化研究センター長］
コミュニケーションデザイン

安藤泰彦
現代美術

ジェームズギブソン
デザイン

前田真二郎
映像表現

小林昌廣
［図書館長］
表象文化論

入江経一
建築／デザイン

城一裕
音響学／
インタラクションデザイン

前林明次
メディアアート

クワクボリョウタ
メディアアート

鈴木宣也
情報・デザイン工学

山田晃嗣
情報工学

IAMAS	PEOPLE
WEB	SITE

IAMASのウェブサイトで
先輩達のホンネを覗いてみよう。
www.iamas.ac.jp/iamaspeople/

ワークショップ24
学生と教員の研究施設
ものづくり拠点としてのイノベーション工房、金工
室・木工室と文化拠点としての図書館を配置し、学
生と教員のプロジェクト及び研究活動の拠点でもあ
ります。ロフトは学生の研究生活の場所です。

5F プロジェクト室／ロフト／RCIC
 視聴覚室
3F 講義室／システム管理室／会議室
1F イノベーション工房／木工室・金工室
 図書館

ソフトピアジャパンセンタービル
事務局、講義、展示の施設
エリアの中心であるセンタービルには、IAMASの
管理事務部門、様々な専門的スタジオ群（サウンド・

デザインなど）、シアター、ギャラリーなどがあります。
講義室や作業室も配置しています。

5F 教員室
4F 講義室／コンピューター室／作業室
 ホール／会議室
3F サウンド・デザイン・ビジュアルスタジオ
 シアター／ギャラリー／保健室
2F 学長室／事務局長室／事務局／応接室
 仮眠室

　

PROJECT
─プロジェクト

IAMASのプロジェクトはメディア表現の社会的な実践としての研究、成果の

発信や、行政や企業、他大学との連携などを行う場です。学生と教員が集い

共同活動を通して、高度でユニークな研究成果を目指しています。（掲載されてい

る他にも、多様なプロジェクトを展開しています。）

MASTER’S RESEARCH
─修士研究

学生は、自らの研究テーマを決め、在学中の2年間、複数の教

員と相談しながら修士研究に取り組みます。修士作品と修士論文
（論文のみも可）の審査に合格した者には修士号（メディア表現）が授与

されます。

修士作品

IAMAS（情報科学芸術大学院大学）は先端技術と芸術的創造の融合を理念に、

芸術、デザイン、工学、人文学など様々な専門分野の融合による研究と実践から総合的な知を探求し、

わたしたちの新しい文化を提案する県立の大学院大学です。

冬季休業夏季休業

［ 2年次 ］
4月5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4

［1年次 ］
4月

リテラシー等
講義・演習
プロジェクト

マイルストーン
イベント オープンハウス

オープンハウス
修士研究発表

年次制作発表 修士研究構想発表会 中間発表研究テーマ決定 修士作品
予備審査Ⅰ

修士作品審査 修士論文審査修士作品
予備審査Ⅱ

プロジェクトの研究を通して、
修士作品・論文をまとめる

1 年次からプロジェクトに参加し、
2 年間を通じて実践的な研究に取り組む

1 年後期は講義等による
知識と応用について取り組む

1 年前期は研究するために必要となる
リテラシー等を中心に習得

夏季休業 冬季休業 春季休業 春季休業

SCHEDULE
─2年間の主な流れ

修士論文
佐原 浩一郎 ［2012年卒］
力の対位法─「感覚の論理」におけるアンヌ・テレサ・ドゥ・ケースマイケル

古山善将 ［2014年卒］

作品　Ubi-Camera（ユビカメラ）
論文　Ubi-Camera: ハンドフレー
ムを利用した直感的な操作の指装
着型カメラ

岡本空己 ［2013年卒］

作品　襞がつくる風景
論文　アルゴリズミック・アーキテク
チュアに関する研究：コミュニティ施
設の設計

後藤 天 ［2013年卒］

作品　窓 [ɴɨ ɟø]
論文　日本語発音の置換による新し
い作曲の試み

田中誠人 ［2013年卒］

作品　Full moon effect
論文　光学現象と身体の相互作用
による自己の再認識

ちび電プロジェクト
テクノロジーをベースに「小さな
エネルギー」の可能性を検討する
ことで、新しい生活を想像させた
り、ものに対する価値や意識に大
きな変化を与えられるアイデアを
創出する。

車輪の再発明プロジェクト
旧来のアートやデザインという枠に囚われること
無く、メディアの過去を読み解き、現在の素材や
加工技術、社会情勢を踏まえたそのあり方を探る。

HDⅡプロジェクト
近年の映像分野における高解像度化は、繊細な
描写を可能にしただけでなく、従来になかった表
現や新たなメディアを創出している。それらを踏
まえてさらなる映像表現を模索する。

体験拡張インターフェイス
プロジェクト

「その場・その時」というライブ時空間特有の体験
を拡張するためのインタラクション/インタフェー
スについて考え、技術あるいは表現としての可能
性を研究する。

福祉の技術プロジェクト
福祉というフィールドで、具体的な問題を多くの視点
で捉え、技術を使って解決するプロジェクトである。
外部の組織とも連携しながら進めていく予定である。

あしたをプロトタイピングする
プロジェクト
現状の社会課題を抽出し、未来を見据えたプロトタ
イプを制作する。このデザインプロセスを通して、未
来像の創出を試みる研究活動。

編纂プロジェクト
連綿と折り重なり合う風土から想
像を膨らませ、新たな視点でもう
ひとつの神話を創作する。観察と
調査と妄想から「史実と虚構」を
往来し、紡ぎだされる情報を編纂
する。

Craft, Fabrication and 
Sustainability
プロジェクト
手作業による木工などの工芸と、
デジタル工作機械を用いたファブ
リケーションを融合させ、経済的、
及び環境的に持続可能な小規模
ビジネスの可能性を探究するプロ
ジェクト。

アートを／で考える
プロジェクト
メディアアート作品の制作・発表
や展示、パフォーマンス、批評な
ど、学生の多様なアートの実践を
支えるための、ディスカッションを
中心としたプロジェクト。

OUTLINE & IDEA
─概要と理念

IAMAS情報科学芸術大学院大学は、岐阜県が 2001年に開学した大学

院大学（修士課程、メディア表現研究科一専攻）です。充実した講師陣による少

数定員の大学院大学として海外にも広く知られ、英文名称Institute of 

Advanced Media Arts and SciencesからIAMAS（イアマス）と呼ばれて

います。

芸術と科学の融合を建学の理念に掲げるIAMASは、最新の科学技術や

文化を吸収しながら、先端的な芸術表現や多様なデザイン、新しいもの

づくりなどを社会に提案する大学院大学であり、それらの研究と実践によっ

て高度な表現者の育成を目指しています。

2014年度からはソフトピアジャパン地区に移り、社会と地域に開かれた

フィールド型のキャンパスを中心に、これまでの研究教育機関にはない解

放的な空間の中で新たな活動を開始しています。

この新しい IAMASのメディア表現研究科は、今までの専門性を活かした

多様な研究と実践のみならず、それらの成果を統合し未来の社会を牽引

する場として生まれ変わります。

FEATURE
─特色

IAMASの研究教育の特色は、プロジェクトを主軸とした社会的実践、多

分野の教員によるチームティーチング、専門的かつ実践的な知識と技術を

習得するカリキュラムの3つです。

また芸術・デザイン系、理工系、人文系など、多分野からなる学生間のコ

ラボレーションが互いを刺激し合い、それぞれのスキルや知識を広げます。

少人数精鋭を前提とした研究環境も充実しており、また卒業後のOB・

OGのネットワークの強さも本学の魅力です。

2014 年 2 月　 編纂プロジェクト（プロジェクト成果発表会「IAMAS2014）展示
プロジェクトメンバーと計画し、本の背景、展示台の検討、プロジェクト概要の展示を担当した。

　



2014 年 2 月　 鉄道プロジェクト（プロジェクト成果発表会「IAMAS2014）展示
展示プランの検討、バナー制作・展示を行う。
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大垣駅（大垣市）から樽見駅（本巣市根尾）までの 19 駅、全長 34.5km を約 1 時間で走ります。
4 線の中で一番古い 1984 年（昭和 59 年）に開業した鉄道です。

揖斐駅（揖斐川町）から桑名駅（三重県桑名市）まで 27 駅、全長 57.5km を走る 4 線唯一の電気鉄道です。
揖斐－大垣間を 25 分、大垣－桑名間を 1 時間 10 分で走ります。

恵那（恵那市）から明智（恵那市明智町）まで 11 駅、全長 25.1km を走ります。
ローカル４線の中では一番短く、所要時間は片道約 50 分です。

美濃太田駅（美濃加茂市）から北濃駅（郡上市白鳥町）までの全長 72.1km を約 2 時間かけて走ります。
駅の数は 38 と 4 線の中で一番多く、長い鉄道です。

メ
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道
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ロ
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主なプロジェクト活動

2013年
 6月：樽見鉄道の視察、音や映像を使用した実験
 8月：ローカル鉄道連絡会ポスター完成　
 11月：ＡＲアプリ完成、柿カフェトレイン実施
 12月：クラブトレイン実施

2014年
 3月：長良川鉄道視察予定

ローカル鉄道の車両・駅・周辺地域をユニークな空間と
してとらえ、IAMASの表現の場として活用することを目的
としています。2013年は、樽見鉄道、明知鉄道、長良川鉄
道、養老鉄道と、岐阜の４つのローカル線とコラボし、イ
ンタラクションデザインや体験拡張などを用いてこれま
でになかったような新しい体験の場を創りました。 

担当：金山智子・平林真実・瀬川晃・城一裕

　

2014 年 2 月　 車輪の再発明プロジェクト（IAMAS2014 プロジェクト成果）展示
プロジェクトメンバーによるLED 光源を用いた習作などの成果展示を行った。

　

2014 年 1 〜 3 月　 IAMAS GRADUATION CATALOGUE 2014　デザイン監修
前年のフォーマットを基調に一部仕様変更をしたレイアウトを OB デザイナー（伊藤友哉）へ指示
し、制作におけるアドバイスや校正を行う。

社会活動　

2013 年 7 〜 9 月　 iPad 版電子書籍「草木図説」
奥の細道むすびの地記念館学芸員の依頼により企画展示「生誕 230 年 学び続けた飯沼慾斎～
日本植物学の夜明け～」のため 2010 年に IAMAS で制作した iPad 用電子書籍を提供した。

2013 年 10 月　 特別擁護支援学校案内　
学校担当者より相談を受け、情報整理を元にレイアウトや素材選定などデザインのアドバイスを行
う。結果、担当者の制作によって魅力的な学校案内の実現が可能になった。

2013 年 9 〜 12 月　 看護教育教材開発のためのリサーチ
中京学院大学で行われている看護支援教材の問題点や可能性などを現場を視察し、意見交換を
するなど新しい電子教材のあり方を検討した。今後プロジェクトとして開発の手がかりなどを探る。

2013 年 9 月　 アートセンター［ Yojo-Han ］ラジオ出演
マドリという4 名のアーティストで週代わりに放送されている Usream 放送にて、自己紹介、
IAMAS の紹介、車輪の再発明プロジェクト、編纂プロジェクトの紹介、受験について広報を行う。

2014 年 10 月　 大垣市文化振興事業「第 63 回大垣市美術展」デザイン・イラスト部門審査
一般から応募されたイラストやポスターの審査を行う。他の審査員と協議し市展賞を選考した。

2014 年 1 月　 大垣市教育委員会　俳句ポスター原画審査
高校から大学生を中心としたポスターのための原画審査を行う。これまでの俳句公募の対象年齢
を広げるため、学生が自由に描く芭蕉の雰囲気を大事に選考した。

2014 年 2 月　 奥の細道むすびの地記念館　
学芸員より子ども用教育コンテンツの相談を受け、アイデア検討などレイアウトや見せ方などをデ
ィスカッション、ページレイアウトや構成の提案を行う。



学外での個人活動　

2013 年 8 月　 草の根交流文化サロン「音作りの裏側展」広報ツール
「ヴァイオリン製作・研究家、木村哲也の世界、音作りの裏側展」広報ツール（フライヤー）制
作のため、楽器製作工房にて道具やヴァイオリンの撮影、レイアウトデザイン、運営サポート。

「美濃本郷」駅より2km

● 土川商店

養老鉄道
「美濃本郷」駅

↑揖斐

↓大垣□ バロー

□　ファミリーマート

本郷

萩原

国道417号

小牛熊野神社

お問合せ・お申込み 草の根交流文化サロン in SEINO
事務局 土川商店 0585-45-2120　
tutikawa@ogaki-tv.ne.jp　

http://norarikurari.moo.jp

KIMURA
VIOLINS

ヴァイオリン製作・研究家

木村哲也の世界

「音づくりの裏側」展

2013年8月24日［土］—9月1日［日］
10:00–18:00

木村哲也 プロフィール
1979年岐阜県不破郡垂井町に生まれる。中学生のころから楽器職人に憧れ、高校

卒業と同時に渡英。Leeds College of Music 及び Newark School 

of Violin Making にてヴァイオリン製作を学ぶ。その後、Neil Kristóf 

Értz 氏に師事、自らの工房での独立を経て、ベルギーの弦楽器専門店へ工房長と

して招かれる。2009年に日本に帰国してからは、地元である垂井町に工房を構え、楽

器製作を主に活動する他、製作教室や執筆活動なども行なっている。 

Atelier KIMURA　http://www.kimuraviolins.com/

会場 土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地930

8月25日［日］【製作実演】
8月31日［土］【草の根交流文化サロン in SEINO】
第1部《トーク＋演奏会》17:00–18:30（先着50名）弦楽四重奏（木村氏製作によるヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ）

第2部《交流会》（軽食あり）18:30–20:30

会場 土川ガーデン（雨天のみ先着30名限定 土川商店2F）

参加費 1000円（第一部のみ参加 500円 第二部のみの参加も可）

8月28日［水］第2部 交流会予約締切

駐車場はございますが数に限りがございますので
お車の乗りあわせをお願いいたします

主催：草の根交流文化サロン in SEINO 実行委員会
協力：ぎふ草の根交流サロン
後援：池田町教育委員会・文化プロデュースSEINO

「美濃本郷」駅より2km

● 土川商店

養老鉄道
「美濃本郷」駅

↑揖斐

↓大垣□ バロー

□　ファミリーマート

本郷

萩原

国道417号

小牛熊野神社

http://kusanone.jugem.jp

KIMURA
VIOLINS

　

2013 年 9 〜 12 月　 ICP2014　ポスター制作、ウェブリニューアル
ポリフェノール国際学会開催準備のため、国内用告知ポスターのレイアウトデザイン、論文応募
のためのウェブサイトをリニューアルを担当した。

Olivier Dangles (University of Avignon, France)

Tadao Kondo (Nagoya University, Japan)

Tannins & their Functions

Takashi Tanaka (Nagasaki University, Japan)

Natural Medicine & Kampo

Alan Crozier (University of Glasgow, UK) 

Pengfei Tu (Peking University, China) 

Food, Nutrition & Health

Paul Kroon (Institute of Food Research, UK)

Hideaki Hara (Gifu Pharmaceutical University, Japan)

Plant & Ecosystem, Lignocellulose Biomass

Gloria Muday (Wake Forest University, USA)

Laigeng Li (Shanghai Institute of Plant Physiology and Ecology, China)

Biosynthesis, Genetics & Metabolic Engineering

Yoshihiro Hase (Japan Atomic Energy Agency, Japan)

Mandy Walker (CSIRO, Australia)

Chemistry, Physicochemistry & Materials Science

Vincent Chiang (North Carolina State University, USA) 

Jean-Luc Wolfender (University of Geneva)

Yoshinori Asakawa (Tokushima Bunri University, Japan)

 GP Award lecture: 

Closing lecture: 

   Topic6: 

 Topic5: 

  Topic4: 

 Topic3: 

  Topic2: 

Topic1: 

Opening lecture: Registration Fees
Early bird: Before 31st May, 2014

GP member: ¥50,000
Non member: ¥65,000

Student: ¥25,000
Gala dinner: ¥10,000

Contact

Organizing Committee of ICP2014 Nagoya, Japan
President: Kumi Yoshida, Nagoya University
Secretariate: Kazuhiko Fukushima, Nagoya University

Graduate School of Information Science, Nagoya University

icp2014@is.nagoya-u.ac.jp

On site: A�er 1st June, 2014

GP member: ¥60,000
Non member: ¥75,000

Student: ¥30,000
Gala dinner: ¥15,000

Important date
Dead line of

Abstract submission: 28th February, 2014
GP grant application: 28th February, 2014

Submission of proceeding: 31st May, 2014

2–6 September 2014
Nagoya University Toyoda Auditorium/Symposion

jointly hosted:

8th Tannin Conference

XXVIIth International Conference 
on Polyphenols

　

2013 年 10 月　 草の根交流文化サロン「刀鍛冶、浅野太郎展、かぬちの技」　広報ツール
フライヤー制作のため鍛冶工房での道具や材料、制作の説明を受け、実際に制作風景の撮影を
行い、レイアウトデザインを担当した。 
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本
展
で
は
刀
鍛
冶
に
使
わ
れ
る
道
具
と
制
作
過
程
を
中
心
に
展
示
し
て
お
り
ま
す

11
月
23
日［
土
］︻
製
作
実
演
︼雨
天
24
日

11
月
30
日［
土
］︻
草
の
根
交
流
文
化
サ
ロ
ン in

 S
E

IN
O

︼

・
第
一
部
：
鍛
冶
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ﹁
小
物
を
つ
く
ろ
う
﹂

12
時
14
時
16
時
：
土
川
ガ
ー
デ
ン 

︵
先
着
4
組
づ
つ
／
参
加
費
1
人
一
〇
〇
〇
円
／
見
学
自
由
︶

・
第
二
部
：
ト
ー
ク
＋
交
流
会

　

18
時
30
分
～
20
時
：
土
川
商
店
2F 

︵
先
着
30
名
／
軽
食
付
き
／
参
加
費
1
人
一
〇
〇
〇
円
︶

※
予
約
締
切
：
11
月
26
日［
月
］一
部
・二
部
、個
別
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

︵
一
部
へ
の
参
加
は
、参
加
希
望
時
間
を
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。︶

お
問
合
せ
・
お
申
込
み
：
草
の
根
交
流
文
化
サ
ロ
ン in

 S
E

IN
O

事
務
局
：
土
川
商
店

　

0585-45-2120

　

tu
tik

aw
a@

ogak
i-tv.n

e.jp

　

h
ttp

://k
u

san
on

e.ju
gem

.jp

主
催
：
草
の
根
交
流
文
化
サ
ロ
ン in

 S
E

IN
O

 

実
行
委
員
会

協
力
：
ぎ
ふ
草
の
根
交
流
サ
ロ
ン

後
援
：
池
田
町
教
育
委
員
会
・
文
化
プ
ロ
デ
ュ
ー
スS

E
IN

O

淺
野
太
郎︵
刀
匠
銘
：
房
太
郎
︶

1
9
9
7
年 

二
十
五
代
藤
原
兼
房
刀
匠
の
元
に
入
門
。

2
0
0
4
年 

独
立
と
共
に
淺
野
鍛
冶
屋
設
立
。

2
0
0
8
年 

羽
島
に
鍛
冶
場
を
移
転
し
今
に
至
る
。

フ
ラ
ン
ス
、カ
ナ
ダ
、ア
メ
リ
カ
な
ど
に
お
い
て
作
刀
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施
。

h
ttp

://trip
ole.p

1.b
in

d
site.jp

/asan
ok

ajiya/

「美濃本郷」駅より2km

● 土川商店

養老鉄道
「美濃本郷」駅

↑揖斐

↓大垣□ バロー

□　ファミリーマート
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Skill 
of K

anuchi

2013年
11月

23日［
土

］—
12月

1日［
日

］1
0:0

0–1
8:0

0 

か
ぬ
ち【
鍛=

冶
】金
属
を
打
ち
鍛
え
る
こ
と
。ま
た
そ
の
人
。「
か
な
う（
金
打
）ち
」の
音
変
化
。

た
ま
は
が
ね【
玉
鋼
】日
本
刀
の
材
料
。砂
鉄
か
ら
た
た
ら
吹
き
で
造
ら
れ
る
和
鋼
。（
写
真
右
）

会場：土川商店「場所かさじゅう」揖斐郡池田町宮地930

お願い：駐車場は数に限りがございますので、お車を乗り合わせください

2014 年 3 月　 「そらあるき15」 エッセイ執筆（10 ページ）発行：そらあるき編集部

石川県金沢市から発信される情報誌「そらあるき」の依頼によりエッセイを執筆。

　


